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は じ め に

野菜生産 に お け る ア ブラ ナ 科野菜 は ， 全 国的 に も 栽培

面積が多 く ， 食生 活の上で も 重 要な地位 を 占め て い る 。

ア ブラ ナ科野菜 を加 害す る 害虫 は 多 く ， コ ナ ガ を筆 頭に

ア プラ ム シ類， ヨト ウ ム シ類， ウ ワ パ類， モ ン シ ロ チ ョ

ウ な ど の被 害が 問題 と な っ て い る 。 こ れら の 害虫 の 中

で， 特 に 防除が難 し い の が コ ナ ガ であ る 。 こ こ で は， コ

ナ ガ を 中心 に し た本 県 の 防除の現状 と 問題点 に つ い て 考

え て みた い 。

コ ナ ガ は 世界的 に 重 要な 害虫 で あ り ， わ が 国では キ ャ

ベ ツ ， ハク サ イ ， ダイ コ ン の ほ か， 近年急速 に栽培面積

が多 く な っ た チ ン ゲ ン サ イ ， シ ロ ナ ， コ マ ツ ナ な どの 軟

弱野菜で難防除 害虫の筆 頭と な っ て い る 。 コ ナ ガ の難防

除 化の 主 な 要因と し て ， ア ブラ ナ 科野菜の周年栽 梼と 作

付面積の拡大 と 薬剤抵抗性の 発達が 考え ら れる 。

県 内 の キ ャ ベ ツ 産地で は 定植後 か ら 通常 1 作 6 �7 回

以上の薬剤散布が行わ れて お り ， 農薬への依 存度 は き わ

め て 高 く ， 薬剤抵抗性の発達 を助長す る 一 因と な っ て い

る 。有機 リ ン剤， カー パメ ー ト 剤， ピ レ ス ロ イ ド剤， ネ

ラ イ ス ト キ シ ン 系剤， キ チ ン合成阻 害剤， BT 剤な ど い ず

れの薬剤 に対 し て も 高度 の抵抗性の発達がみ ら れ， 代 替

薬剤 に事 欠く 地域 も 多 い 。 し た が っ て ， 薬剤防除の 限 界

を認 識せ ざる を得 な い状況 に あ る 。

そ こ で， コ ナ ガ を 主体 と し た ア ブラ ナ 科野菜 害虫の防

除の現状 と コ ナ ガ の薬剤抵抗性の 実態， 防除対策 な ど に

つ い て 紹介 し た い 。

I コナガの防除の現状

兵庫県南部 の ア ブラ ナ科野菜産地で は ， キ ャ ベ ツ ・ ハ

ク サ イ が主体で， 春期 ま た は秋~ 冬期 に 1 作栽培す る 地

域 と ， 2 作栽培す る 地域 に 区 分さ れる 。ま た ， チ ン ゲ ン サ

イ ， シ ロ ナ な ど の 軟弱野菜では年間 5 �7 作栽培 さ れ， そ

の ほ と ん どが施 設の周 年栽培で あ る 。 こ れら の ア ブラ ナ

科野菜で発生す る 害虫 は コ ナ ガ， ヨト ウ ム シ類， ウ ワパ

類， モ ン シ ロ チ ョ ウ ， ア ブラ ム シ類 な ど で あ り ， こ れら

の 中 で も コ ナ ガ が最 も 問題 と な る 害虫 で， コ ナ ガ を 主体
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に し た 防除が実施 さ れて い る 。発生時期 は 5 �6 月 と 10

�1l 月 に 多 い二山 型の発生で， い ず れの ア ブラ ナ 科野菜

で も 5 �6 月 に被 害が 目 立 っ て 多 い 傾向 に あ る 。

防除の現状 と し て ， ア ブラ ナ 科野菜 l 作当 た り の薬剤

散布 団数 は ， キ ャ ベ ツ で 8 �9 日 お き に 6 �7 回 散布 さ

れ， ハク サ イ では 1 l �12 日 お き に 3 �4 回散布 さ れて い

る 。 そ の散布液量 は 10 a 当た り 150 �180 1と 結球以後

の散布量 と し て は や や少 な い 。 ま た ， チ ン ゲ ン サ イ や シ

ロ ナ で は 5 �6 日 お き に 4 �5 回散布 さ れて お り ， 薬剤の

散布回数が非常 に 多 い (表 1) 。こ の よ う に ， コ ナ ガ の 防

除 に 農薬が多数回散布 さ れて い る 。

1991 年 の 秋 冬作 キ ャ ベ ツ を 栽 培 す る 農家 の 防除 暦を

表 一2 に 示 し た 。1 作 に ク ロ ル フ ル ア ズ ロ ン 乳剤が連続 8

回散布 さ れ， そ れに ト ア ロ ー 水和剤 CT @， DDVP 乳

剤， DEP 乳剤， カル タ ッ プ水溶剤， フ ェ ンパ レ レ ー ト・

マ ラ チ オ ン水和剤， ジ メ チ ル ビ ン ホ ス 水和剤 な ど 3 種類

を混合 し て 散布 し て い る 場合 も あ る 。 ま た ， 農家 の 聞き

取 り 調査 で は ， 1 年 ごと の 使 用 薬 剤 は 表-3 の よ う に ，

1983 年以 降2 �3 年 ごと に 使用薬剤 は 変化 し て お り ， 新

規 に 登録 さ れた 有効薬剤へ と 替わ っ て き て い る 。 そ の原

因は ， 表-2 に 示し て い る よ う に 同一薬剤 の連続散布 に よ

っ て ， 抵抗性の発達 を速 め ， 効果が減退 し て い る も の と

考え ら れる 。

こ の よ う に ， ア ブラ ナ 科野菜の 防除実態の ア ン ケー ト

調査か ら ， い ず れの産地 に お い て をコ ナ ガ の 防除 に 苦慮

し て い る こ と が う かがわ れる 。 コ ナ ガ の 防除 に ， 性 フ ェ

ロ モ ン に よ る 交信か く 乱や被 覆資材の利用 な ど の 防除法

が用 い ら れて い る 地域 も あ る が， ほ と ん ど の 地域 は 農薬

に依 存し た 防除 と な っ て い る 。 そ の た め ， ほ と ん ど の使

用薬剤で効果 不足の 傾向が認 め ら れ， 数少 な い有効薬剤

表 - 1 コ ナ ガ に対す る 薬剤 の 散布回数 と そ の間隔

作 目
1 1 作当 り 平均散布回数 平均散布間隔

(最少~最多) (最短~最長)

春 キ ャ ベツ 6 . 0 回 (2�8図) 9 . 3 日 (7�20 日 )

秋冬キ ャ ベツ 6 . 9  (4�15) 8 . 4  (3�12)  

春 ハク サ イ 3 . 5  (2�6) 12 . 7  (5�15) 

秋冬ハク サ イ 4.3 (2�6) 1 1 . 2  (5�15) 

プ ロ ツコ リ ー 2 . 7  (2�3) 10. 7 (7�15) 

チ ンゲンサ イ・ シロ 4 . 5  (3�10) 5 . 3  (3�7) 
ナ・ コマツナ
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散布月 日

表 - 2 キ ャ ベツの コ ナ ガ に対す る 神戸市岩岡町 (1991 年) に お け る 薬剤の散布暦

散布薬剤 ・ 倍数

9月 5 日 | ク ロノレ ブlレ ア ズロ ン 乳剤 2000 倍

10 日 | ク ロ ル フ ル ア ズロ ン 乳剤 2000 倍 +BT ( ト ア ロ ー ) 水和剤 1000 倍

17 日 | ク ロ ル フ ル ア ズロ ン 乳剤 2000 倍 +BT ( ト ア ロ ー) 水和剤 1000 倍

22 日 | ク ロ ル プ ル ア ズロ ン 乳剤 2000 倍 +BT ( ト ア ロ ー ) 水和剤 1000 倍

27 日 | ク ロ ル フ ル ア ズロ ン 乳剤 2000 倍 +フェ ン パ レ レ ー ト ・マ ラ ソ ン水和剤 1000 倍

10月 2 日 | ク ロノレ フ ル ア ズロ ン 乳剤 2000 倍 +DDVP 乳剤 1000 倍 十DEP 乳剤 800 倍

15 日 | ク ロ ル フ ル ア ズロ ン 乳剤 2000 倍 +BT ( ト ア ロ ー) 水和剤 1000 倍 +DDVP 乳剤 1000 倍

20 日 | ク ロ ル フ ル ア ズロ ン 乳剤 2000 倍 +カ ル タ ッ プ水溶剤 1000 倍 +ジメ チ ル ピ ン ホ ス 水和剤 1000 倍

品種 : お きな， 8月 25 日 定植

表-3 コ ナ ガ に対す る 使用農薬の 変遷(神戸市西区岩岡町)

� 1980 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 

有機 リ ン 剤
カ ル タ ッ プ剤

合成ピ レ ス ロ イ ド 剤

PAP 剤

BT 剤， カ ル タ ッ プ剤

ほ ど連続散布 さ れる こ と や ， 混合散布 に よ り ， 各種薬剤

に対す る 抵抗性が 顕在化 し て い る 。抵抗性の発達 を 抑制

す る 方法 と し て ， 薬剤散布 に よ る 淘汰圧を下 げ る こ と が

有効 な方法 と 考え ら れる が， こ の よ う な コ ナ ガ防除の現

状 の 中 で は ， き わ め て難 し い 問題であ る 。

E 薬剤感受性の実態

現状の コ ナ ガ防除 に お い て ， 農薬の使用 は必然的 な も

の であ り ， 対策 を 考え る 上で薬剤感受性 を 把握す る 必 要

があ る 。 コ ナ ガ に対す る 有効薬剤が少 な い現状の 中 で，

卓効 を 示す薬剤jが 登場 し て も 連用 さ れる た め ， 抵抗性が

急速 に発達す る の が全国的な 傾向で あ る 。 し か し ， コ ナ

ガ に対す る 薬剤感受性 は， 概し て 西南 暖地で低 く ， 北 日

本で高 い 傾向が認め ら れて い る (浜， 1983) 。

コ ナ ガの薬剤抵抗性 は 1970 年代 に 有機 リ ン剤， カーパ

メ ー ト剤が， 1985 年 ごろ か ら 合成 ピ レ ス ロ イ ド 剤が多 く

の地域で抵抗性が顕在化 し (浜， 1986) ， コ ナ ガ は 防除が

最も 困難 な 害虫 と な っ て い る 。 ま た ， 1991 年 に は キチ ン

合 成 阻 害剤 の 効 力減 退 が認 め ら れ， 兵庫 ( 足立 ら ，

キ チ ン合成限害剤

BT ì'ílJ 
カ ル タ ッ プ剤

1993， 1994) ， 鹿児島 ( 末 永 ら ， 1992) ， 和 歌山 (森下，

私信) な どで 顕在化 し て い る 。 ま た ， BT 剤 に つ い て は

1 985 年和 歌山 の キャ ベ ツ ( 森 下 ・東 ， 1987， 1992) ，  

1989 年 に は 大 阪の ク レ ソン ( 田 中 ・ 木村， 1991 ， 浜 ，

1991 ) ， 兵庫で は 1988 年 ごろ か ら 抵抗性の発達 を 確認 し

て い る (ADACHI ， 1994) 。 コ ナ ガ の薬剤抵抗性 に つ い て

は， 日 本 だ け で な く ， タ イ ， イ ン ド ネ シ ア な ど， 東南 ア

ジ ア を 主体 に ， 世界各国 で も 深刻な 問題 と な っ て い る 。

図-1 は 1985 年か ら 神戸市西区岩岡町の同一 キャ ベ ツ

圃場か ら 採集 し た コ ナ ガ を供試 し て ， 葉片 (食餌) 浸漬

法 に よ っ て 検定 し ， 各種薬剤の感受性の 経時変化を み た

も の であ る 。

有機 リ ン剤の ア セ フ ェ ー ト水和剤 は ， 検定開始 当 時か

ら 感受性 は低 く ， 1985 年以前 に よ く 使用 さ れた た め と 考

え ら れ， 1985 年以 降ほ と ん ど使用 さ れて い な い に も かか

わ ら ず， 依然 と し て 感受性 は 低 い 。 ま た ， PAP 乳剤 は

1 987 年 ごろ ま で は比較的感受性 は 高か っ た が， そ れ以降

低下 傾向 を示 し， 最近の 傾 向 で は 再び高 く な っ て い る 。

1986 年 ごろ ピ レ ス ロ イ ド 剤 の 代替剤 と し て 使用 さ れた

一一一 2 一一一
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図 ー 1 コ ナ ガ の薬剤感受性の 経時変化

こ と に よ り 感受性が低下 し た も の と 考え ら れる 。 ピ レ ス

ロ イ ド剤 の フ ェ ン パ レ レ ー ト・マ ラ チ オ ン 水和 剤は

1 985 年 ま で感受性が非常 に 高 かっ た が， 1 986 年 から 急 激

に低下 し た 。1 983 年 に コ ナ ガ の 特効薬 と し て上市 さ れた

が， 多数回連続散布 さ れた た め 2""'3 年で抵抗性 を 獲得 し

た (浜， 1 986) 。そ こ で， 2""'3 年 ピ レ ス ロ イ ド剤 の使用 を

中止す る と 感受性の 回復 傾向が認め ら れた 。 し かし ， 最

近で は ピ レ ス ロ イ ド剤がモ ン シ ロ チ ョ ウ な ど他の 害虫 に

も 使用 さ れる こ と から ， 感受性 は 再び低下 し て い る 。次

に， カJレ タ ッ プ水溶剤 は 1 987 年 ごろ ま で感受性 は高 く 推

移 し た が， 1 988 年秋 から 低下 し 始 め ， 1 988""'90 年 に感受

性は著 し く 低下 し た 。し かし， 1 992 年以 降は試験開始当

時の水準 に 回復 し て い る 。BT 水和剤 ( トア ロ ーCT @

パ シ レ ツ ク ス @) は有効 な薬剤が少な かっ た 1 986 年 から

カル タ ッ プ水溶剤 と と も に ピ レ ス ロ イ ド剤の代 替剤 と し

て頻 繁に使用 さ れ(表一3) ， 1988 年 ごろ から 低下 し始め，

1 989""'90 年 に は最 も 低下 し た た め ， そ の後使用 を 控え た

こ と に よ り ， 回復 傾向 を 示 し て い る 。 こ の よ う に薬剤 に

対す る 感受性 は， 農家の使用頻度 と の 関係が き わ め て 顕

著に認め ら れる 。

キ チ ン合成匝 害剤 の ク ロ ル フ ル ア ズ ロ ン 乳 剤 は 図 -2

に示 し て い る が， 1 990 年 ま で， 葉片浸潰法 に よ る 検定で

は LC 50値が 0 . 05 ppm 以 下 と 感受性 は き わ め て 高 かっ

た が， 1 991 年 10 月 に は 50 ppm 以上 と 急 激に 低下 し ， 圃

場 に お い て も 全 く 効果が認 め ら れず， 抵抗性が顕在化 し

た 。そ れは表 -3 に 示 し て い る が， カル タ ッ プ剤や BT 1fIJ 
の感受性が低下 し た こ ろ に キ チ ン合成阻 害剤が登場 し，

コ ナ ガ対策 と し て 多 数回連続散布 さ れる よ う に な っ た た

-<ト・7ロルフルアズロン
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図 - 2 キ チ ン合成阻害剤 の効果 と そ の 経時変化

め と 考え ら れる 。

こ の よ う に薬剤感受性の 経時変化 を み る と ， 農家の薬

剤の使用頻度 に よ っ て 感受性 は大 き く 変化す る こ と を 示

し て い る 。 ま た ， こ の岩岡個体群で は ほ と ん どの薬剤が

効果 不足であ る た め ， 現状の 防除薬剤 は BT 剤や カル タ

ッ プ剤 を 主体 に 防除 を組み立 て て い る 。

ま た ， 1 993 年 6 月 と 1 995 年 1 1 月 に ア ブラ ナ 科野菜産

地 から 採集 し た コ ナ ガ を葉片浸潰法で 検討 し た 結果， 実

用濃度での検定 で は ， 表-4， 5 に 示す よ う に 有効薬剤 は

BT 剤 ( トア ロ ー 水 和 剤 CT @ パ シ レ ツ ク ス 水 和

剤 @) で， い ず れの地点 に お い て も 効果が 優れて い た 。

ネ ラ イ ス トキ シ ン 系剤 ( カル タ ッ プ水溶剤， チ オ シ ク ラ

ム 水和剤) で は ， 1994 年 は す べ て の地域で効果が認め ら

れな かっ た 。ま た ， 1 995 年 は 12 カ所の う ち 5 カ所で効果

が認め ら れた が， 効果 不足の ほ う が多 かっ た 。 キ チ ン合

成阻 害剤 ( ク ロ ル フ ル ア ズ ロ ン 乳剤， テ フ ル ペン ズ ロ ン

乳剤) は 両年 と も 死虫 率の 高 い と こ ろ も あ っ た が， 全 般

に低下の 傾向 を 示 し た 。ジ メ チ ル ピ ン ホ ス 水和剤 は 1994

年 の み の検定で あ る が， 9 か所の う ち チ ン ゲ ン サ イ から

採集 し た 4 か所で効果が認 め ら れた が， キ ャ ベ ツ の 5 か

所 は効果が劣 っ た 。 そ の他の薬剤 は い ず れの 箇所 と も 効

果 は低 く ， 特 に ピ レ ス ロ イ ド剤 で は 全 く 効果が認め ら れ

な かっ た。 こ の よ う に ， 地域 ・地点 ごと の有 効な薬剤 は

BT 剤 と ネ ラ イ ス トキ シ ン 系 剤 や キ チ ン合成 阻 害剤 の 一

部 し か認 め ら れず， 本 県 南部 の ア プラ ナ 科野菜産地で

は， 全 般に感受性が低下 し て い る 。 こ の よ う に コ ナ ガ の

薬剤感受性 は農家の使用薬剤 と そ の使用頻度 に 大 き く 左

右さ れて い る 。

皿 防 除 対 策

い ず れの ア プラ ナ 科野菜産地 に お い て も ， コ ナ ガ の薬

剤抵抗性が顕在化 し て い る こ と が明 ら かに な っ て お り ，

そ の対策 と し て ， 有効薬剤の 輪用散布 に よ る 体系 防除や
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表 -4 地 域ご と の 葉剤感受性調査(1993 年 6月)

補正死虫率 ( %)
供試薬剤 倍数

魚住 大久保 稲美1 稲美2 稲美3 平野 玉津 伊川谷 岩岡

ア セ フェ ー ト 水 和 剤 x 1000 6.8 7.1 3.5 
P A P 乳 剤 X1000 34.5 53.6 27.2 

ジメ チ ル ピ ン ホス 水和剤 x 1000 75.9 51.6 58.6 
メ ソ ミ ル 水 和 剤 x 1000 0.0 7.1 3.5 
カ ル タ ッ プ 水溶剤 x 1000 44.8 80.0 71.4 
チ オ シ ク ラ ム 水 和 剤 x 1000 68.9 64.0 64.3 
ペ ル メ ト リ ン 乳 剤 x 1000 88.9 84.1 75.9 
フ リ パリネ ー ト 水 和 剤u x 1000 0.0 0.0 7.2 
ト ア ロ ー C T 水 和 剤 x 1000 100.0 100.0 100.0 
パ シ レ ッ ク ス 水 和 剤 x 1000 100.0 100.0 100.0 
ク ロ ル フ ル ア ズロ ン 乳剤 X1000 63.3 63.7 89.6 

テ フ ル ベ ン ズロ ン 乳剤 x 1000 77.8 84.0 81.6 

魚住， 大久保， 稲美1， 2， 3 はキ ャ ベツか ら 採集

平野， 玉津， 伊川谷， 岩岡はチ ン ゲ ン サ イ か ら 採集

3.5 0 . 0  
25.0 35.7 
57.1 62.0 
25.0 0.0 
63.3 52 .3 
29.6 44.3 
96.5 0 .0 
3.5 7.1 

96 目 2
84.1 
71.1 
29.5 

63.3 64.3 
57.1 96 .5 
93.3 100.0 

9 .7 25.0 
54.9 65 .5 
64.9 62.0 
45.2 32.2 
26.7 16.3 

100.0 100.0 
100.0 100.0 
8 1 .9 62 .8 
45.4 38.0 

7.7 18.8 
92.3 72.4 

96.2 100.0 
3.9 

66.1 43.0 
57.7 
23.1 60.7 

3.9 
100.0 93.1 
100.0 93.3 
82.6 64.2 
82.6 48.3 

表 -5 地 域ご と の薬剤j感受性調査(1994 年 1 1月�12月)

薬剤名 ・ 倍数
補正死虫率 ( %)

稲美l 2 3 5 6 7 8 9 明石 l 2 3 

ア セ フェ ー ト 水 和 剤 X1000 33.2 49.4 21 . 6  18.0 0.0 37.0 48.0 5 1.  7 33.3 40.0 2 1.5 53.6 
P A P 乳 剤 x 1000 25.0 67.5 47.7 32.3 23.1 38.7 36.0 25.1 22.2 56.7 34.2 57.4 
ペ ル メ ト リ ン 乳 剤 X1000 17.8 16.9 40.3 17.3 0.5 0.0 0 .0 34.5 3.7 48.4 47.6 42.5 
フ ル パ リ ネ ー ト 水 和 剤 X1000 10.7 13.3 2 1.6 0 . 0  0.0 0.0 。 。 13.9 0.3 40.0 34.2 10.7 
カ ル タ ッ プ 水溶剤 X1000 96.5 92.7 92.5 96.6 92.3 61.  7 69.0 58.6 35.4 73.3 79.2 81 .4 
チ オ シ ク ラ ム 水 和 知u x 1000 96.5 71.1 85.1 96目6 69.2 100.0 36.0 44.9 53.4 60.0 92.2 36.8 

ト ア ロ ー 水 和 剤 x 1000 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 73.0 86.2 92.6 100.0 100.0 100.0 
パ シ レ ツ ク ス 水 和 剤 X1000 96.5 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 96.6 96.3 100.0 100.0 100.0 
ク ロ ル フ ル ア ズロ ン 乳剤 x 1000 59.9 95.5 95.4 39 . 1  
テ フ ル ベ ン ズロ ン 乳剤 X1000 58.4 90.4 82.4 32.9 

地 点、す べて キ ャ ベツか ら 採集

有望 な天敵及び物理的 ・ 耕 種的な 防除法 を組み合わ せた

総合的な 防除が必 要と 考え ら れる 。 そ の た め に は薬剤の

作用特性 を よ く 把握し ， 薬剤 を効 率的 に 使用 す る こ と が

大切であ る 。

ま ず， キ ャ ベ ツ に お い て は定植時のべ ン フ ラ カル プ 粒

剤 (1 g/株) の植 穴土壌混和処理で約 20 日 間 コ ナ ガ の発

生 を 抑え る こ と がで き ， 初期密度 を 抑制す る こ と が重 要

であ る 。 そ の後， 使用 す る 薬剤 は感受性の 違い か ら 産 地

に よ っ て 異 な る が， コ ナ ガ の発生か ら みた 散布時期 は，

キ ャ ベ ツ の場合， 生育中期 に あ た る コ ナ ガ の密度上昇期

(春作 : 5 月 上中 旬， 秋 冬作 : 10 月 上中 旬) に BT 剤な ど

の 有効薬剤 の 散布が効果 的 で あ る 。 ま た ， 結球期 (春

作 : 5 月 下 旬 �6 月 上 旬， 秋 冬作 : 10 月 下 旬 �l l 月 上

旬) の散布 も 必 要であ る 。 こ れら の 適期散布 に よ っ て コ

ナ ガ を低密度 (株 当た り 3 頭以下) に 抑制 し ， 被 害を 軽

微に 抑え る こ と がで き る 。 し か し， 春作 キ ャ ベ ツ で は発

55.0 75.0 84 .6 84.4 85.0 88.0 82.7 9 1.6 
17.8 71.8 65.2 83.2 53.5 72 .0 95.7 95.7 

生量が多 い た め ， 密度が上昇す る 時期 を 的確 に つ か む こ

と が重 要で， こ の 時期 に 最 も 有効な薬剤 を使用 す る こ と

がポ イ ン ト と な る 。 い ず れに せ よ ， コ ナ ガ の 発生 を よ く

見なが ら 薬剤散布 を 決定 し ， 同一薬剤の使用 は 1 作 に つ

き l 回程度 に と ど め ， 過剰な連続散布 は避 け る こ と で あ

る o

そ の ほ か， 被 覆資材の利用 が有効であ り ， 栽培管理や

被 覆の た め の 労 力な ど 問題 も あ る が， 有効 な 手段 で あ

る 。 ま た ， 合成性 フ ェ ロ モ ン剤 ( ダイ ア モ ル ア 剤) に よ

る 交信か く 乱法 も 有効であ り ， 薬剤 と 併用 す れば一 層の

防除効果が期待で き る 。最近の コ ナ ガ の 多 発生や薬剤抵

抗性 を 考え る と き ， 各 種防除法 を い か に組み合わ せ て 防

除体系 を 組 む か が ポ イ ン ト と 考え る 。 定 植時 の 粒剤施

用， 生育期 の薬剤 適期散布， 被 覆資材の利用， 性 フ ェ ロ

モ ン 剤 に よ る 交信か く 乱な ど を う ま く 組み合わ せ る こ と

が コ ナ ガ を 抑制 す る 有効 な 手段 と 考え ら れる 。
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お わ り に

こ れま で， 野菜生産 に お い て は病 害虫 に よ る 被 害の な
い生産物が求 め ら れ， 薬剤 に 依存 し た 防除で安定生産が
行わ れて き た 。 そ の た め 抵抗性の発達 は薬剤の効 力低下
を来 し， 散布 量や散布回数の増加 を 招き ， 生産現場では

年 深々刻に な っ て い る 。今後， 薬剤 に よ る 防除 と い う 淘

汰が続 く 限 り ， 抵抗性 は 常 に 問題 と な る 。 そ の た め に

は， 薬剤感受性の モ ニ タ リ ン グ を行い， 感受性の変 動を

常 に 把握し て お く 必 要が あ る 。 そ の結果 を も と に作用性

の異な る 薬剤 を上手 に使用 し て い く こ と で， 抵抗性の発

達 は か な り 抑制 さ れる と 考え ら れる 。

ま た ， 防除の 目 標 は， 現状の 技術 を い か に組み合わ せ

て 要防除密度以下 に 抑え る か に あ る 。薬剤感受性の モ ニ

タ リ ン グ を も と に ， 現在有効な薬剤の ロ ー テ ー シ ョ ン を

組み立て， 効 率的 な 防除体系 と そ の他の 防除法 を組み合

わ せた 総合的な 防除が必 要で あ る 。薬剤 の散布 回 数 を 低

減 し ， 抵抗性の発達 を 抑制す る た め ， 栽培産 地ごと に そ

の体系 を組み立 て ， 一斉に 試み る 必 要が あ る 。 こ れら の

こ と を 的確 に 実施す る こ と に よ り ， ア ブラ ナ 科野菜の安

定生産が図 れる も の と 思わ れる 。
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o rガードジェット水利剤」 発 売について 発 表会を開催
(株) ク ボタ バイ オ テッ ク で は ， 1994 年 2 月 28 日 ，

(株) ク ボタ 東京本 社会議室で， rガー ドジ ェ ッ ト 水和剤 」
の発 売に つ い て 発表会 を 開 催した 。

ガ ー ドジ ェ ッ ト水和剤 (一 般名 :BT 水和剤) は， Bt 菌
を利用 し た バイ オ 農薬 (殺虫剤) で， 数多 く の B t 菌 の 中
か ら 目 標 害虫 に 最 も 殺虫 活性 の 高 い 菌株 を選択し ， さ ら
に 独自 の セ ル キ ャッ プ技術 を 用 い， 結 晶毒素 を カプセ ル
(細胞 壁) に 封入 し て殺虫成 分を保護す る こ と に よ り 殺虫
効果の持続性 を 高 め た も の で， ひと 味ち が う BT 剤 と な
っ て い る 。原体 は， (株) ク ボタ と バ イ オ 農薬 に 関す る 共
同開発 契約 を締結 し た マ イ コ ジ ェ ン 社( ア メ リ カ・ サ ン
ディ エ ゴ) よ り 輸入 さ れ る 。登録取得 は 平成 6 年 11 月
28 日 。(株) ク ボタ バイ オ テ ッ ク で は本剤 をバイ オ 農薬第
1号商品 と し， 本商品 を 皮切 り に バイ オ 農薬事業 を 開始
す る 。取扱会 社は ク ミ ア イ 化学， ト モ ノ ア グ リ カ， 日 本
サ イ ア ナ ミ ッ ドの 3 社。試験名 は KM 202 。有効成 分は シ
ユー ドモ ナ ス ・ フ ルオ レ セ ン ス 菌の産生す る バチ ル ス ・
チ ュ ー リ ン ゲ ン シ ス 菌 由来の結 晶毒素 。発 売開 始時の 適
用対象 は ， キ ャベ ツ ， ハク サ イ ， ダイ コ ン の コ ナ ガ， ア
オ ム シ 。今後， リ ン ゴ， チ ャの コ カク モ ン ハマ キ (H 8 年
予 定) 等の 適用拡大予 定。

本剤の特 徴
①鱗麹百害虫 を選択的 に 防除 :特 に コ ナ ガ に 安定 し た

効果 を 示す 。②抵抗性 コ ナ ガ に も 高 い効果 : 作用性の 奥
な る 他剤で抵抗性 を 獲得 した コ ナ ガ に も 高 い効果 。③す
ぐ れた効果が持続 : セ ル キ ャッ プ 技術 を 用 い た 製剤で，
殺虫効果の持続性 を 高 め た 。④ ミ ツ バチ な ど を 大切 に 。
⑤他剤 と 幅広 く 混用可能 : ボ ル ドー液な ど強 ア ル カリ 性
薬剤 を 除 き ， ほ と ん ど の殺虫剤， 殺菌剤 と 混用 可能 。@

環境 に 優し い 。
O 日 本 曹達， 液状 カル シ ウ ム 剤 「 ア グ リ メ イ ト 」を発 売

一一水で希 し ゃ く して 葉面散布一一
日 本 曹達 は ， 液状 カル シ ウ ム 剤 「 ア グ リ メ イ ト J (商品

名) を 3 月 下 旬よ り 発 売し た 。 カル シ ウ ム は な か な か吸
収 さ れに く し植物 の 体 内 で も 移 動し に く い 成 分の た
め ， 土壌 か ら の 吸収 だ け で は カル シ ウ ム 欠乏症 を 起 こ
す 。 こ れを予防す る た め に 開発 さ れた の が， 水で希 し ゃ
く し て 葉面散布す る ア グ リ メ イ ト 。従来の 粒状 カル ク ロ
ン は溶かす の に 手聞がかか っ た が， 同 品 は液状の た め 随
時補給で き る の が特 徴。 ま た ， こ れま での 粒状 は塩化 カ
ル シ ウ ム だ け だ っ た が， 同 品 は グル コ ン酸カル シ ウ ム ，
乳酸 カル シ ウ ム ， 酢酸 カル シ ウ ム な ど三つ の形態 の有機
酸キ レ ー ト カル シ ウ ム が入 っ て い る の で， 葉面か ら 補給
さ れや す く な っ た 。

ま た ， カル シ ウ ム は植物体の細胞 壁を形成す る の に 必
要で， 細胞 と 細胞 を 融合す る ぺク チ ン質 と カル シ ウ ム が
結合す る こ と で， 組織が強化 さ れ， が っ ち り と し た 作物
がで き る 。 欠乏す る と 細胞 壁が作 ら れな い の で， 細胞が
増 殖さ れず， 細胞の 崩壊と か 壊死に よ っ て ， 成長点や新
葉， 果実， 新根な ど で カル シ ウ ム 欠乏症が発生す る 。

主 な 用 途 は ， ト マ ト や ピ ー マ ン の 尻腐れ症， は く さ
い ， レ タ ス ， キ ャベ ツ の 芯腐れ ・ ふち 腐れ症， た ま ね
ぎ， セ ロ リ ー の 芯腐れ症， イ チ ゴ の チ ッ プパー ン， ス イ
カ， メ ロ ン， キ ュ ウ リ の奇形果， リ ン ゴ の ピ タ ー ピ ッ ト
な ど の予防 に使用 す る と 最 適で あ る 。

使用 方法は， ト マ ト の場合， 各花房 の 開花 初期 ごと に
5 百�6 百倍 に 希 しゃ く し た も の を 農薬 と 混用 して 葉面
散布す る 。

成 分は CAOが 13% ， 色 は 淡褐 色 ， pH 6 . 1， 比 重
1 . 240 容量 は 1 //10 本 ( 瓶入 り ) / ケー ス 。 末端参考価
格は 1850 円 /l 。
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